
Bob DIY Kit (日本仕様)
スタートガイド



【各部機能】

① 電源ボタン
② USB-Cポート（iPad用）
③ バッテリー残量インジケーター
④ テンキー
⑤ Stream Deck 32キー
⑥ EF44フェーダー

⑦ True1 パワースルー用ポート
⑧ True1本体充電用ポート
⑨ DC14V (12V-16.8V)
⑩ USB-C 
⑪ LANポート
⑫ 冷却ファン
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バッテリー残量目安

13v  14v  15v 16v

※Bob内のバッテリー仕様は16.8V-12Vです。
メモリはあくまで目安としてお役立てください。
残りひとメモリになりましたら、環境により、
使用可能時間が変動するため、充電してお使いください。
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【使用上の注意】

②のUSB-Cポートは極性があります：
反応しない場合は、向きを変えて挿しなおしてください。

iPadとの接続について：
電源を入れていない状態でも、iPadを接続していると、iPad側から給
電され、フェーダーやファンが不規則的に動き出すことがあります。
使用しないときは、必ずiPadをBobから取り外してください。

バッテリースリープ状態：
長時間使用しないと、バッテリーがスリープモードに入ってしまいま
す。スリープモードに入ると、電源スイッチを押しても起動しません。
その場合は、電源ケーブルとBobに挿し、充電を行ってください。
バッテリー残量が多い場合でも、こちらの方法でバッテリーのスリー
プモードを解除することができます。

内部バッテリーの取り扱い: 
本製品内部には高容量Vマウントバッテリー（15A/195wh）および
急速充電回路が組み込まれています。落下の衝撃を与えたり、分解・
改造を行わないでください。発熱・火災・感電の原因となります。

水濡れ厳禁: 
雨天の屋外撮影や水回りでのご使用の際は、水滴が内部に入らないよ
う十分にご注意ください。本製品は防滴防水ではありません。

冷却ファン・排気口の遮蔽禁止:
内部冷却ファンの吸排気口を布やケースで塞がないでください。
内部温度の上昇により故障や動作不良の原因となります。
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【初回使用時の設定】

■Blackout Consoleのライセンスを購入する

BobはMIDI信号を使ってタブレット上の動作と、フェーダーモジュール
の動作を連動させています。
Blackout Consoleの有料オプションである、MIDI outputも併せて
ご購入ください。

■iPadにElgato Stream Deck Connectをダウンロードする

BobにはStream Deck のキーパッドモジュールが搭載されています。
使用するiPadにStream Deckを認識させるために以下のアプリを
iPadにダウンロードしてください。
https://apps.apple.com/us/app/elgato-stream-deck-connect/id6474433828

登録の操作手順はアプリの案内通りに行ってください。（約1分程度）
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【初回使用時の設定】

■Blackout Console上のボタンやエンコーダーの役割を、Bobの物理ボタンや
エンコーダーなどに割り当てる

BobのUSB-CポートとiPadを接続して、Blackout Consoleのアプリを
立ち上げても、物理ボタンと画面上のボタンたちはリンクされません。

Blackout上のLearn Modeを使用し物理ボタンに割り当てる必要があります。

例）
①画面下部の【Encoders】をタップする
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【初回使用時の設定】

②画面右上の【Link Status】をタップする

③【Link Status】内の【External Devises】をタップする
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【初回使用時の設定】

④【Learn Mode】をタップして学習モードに入り、右上の ボタンを
タップする。

⑤画面上のエンコーダーを触る。
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【初回使用時の設定】

⑥画面上のエンコーダーとリンクさせたい物理エンコーダーを触る。

⑦Modeを【Relative(Offset64)】にセットする。

8



【初回使用時の設定】

⑧他のエンコーダーやボタン、フェーダー、キーボードの数字も同様の方法で
アプリ上のボタンと物理ボタンをリンクさせていく。

Blackout上で表示されているStream Deckはボタンのレイアウトや
デザインを設定するだけで、役割を割り当てるためには、同様に
Learn Modeを使用してください。

Blackout Console側の設定につきましては、メーカーのサイトや
YouTubeなどの解説動画で詳しく確認できます。

Learn Mode解説動画→
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